
   

 

上山中学校 
                                        令和４年９月発行 

  第２回学校運営協議会 
 上山中学校 CS 事務員 

                                            南・須田 

                                      

        第２回コミュニティスクール（CS）会議 

令和 4 年９月６日（火） １４：３０～ 開催されました 

《 第 1 部 》 授業参観（ 6 限 ）  
   体育祭の予行練習を台風通過による猛暑と強風の中では 

ありましたが、日陰に座って４０分ほど参観頂きました。 
 
《 第 2 部 》 協議会 
 １．校長挨拶 
   猛暑とご多用の中、出席して頂きありがとうございます。大きく３点お話しします。 

①  夏休み中、女子バスケットボール部が県大会を勝ち抜き、北信越大会に出場しました。県大会後コロ
ナの影響で１０日ほど練習ができないという状況で本番を迎え、惜しくも初戦敗退という結果でした。 
 水泳部でも、北信越大会で３年生の男子が背泳で１００ｍ３位・２００m２位、そして４００ｍメド
レーリレーが５位入賞という素晴らしい成績を収めました。背泳選手１名は全国大会に出場し、残念な
がら予選敗退という結果でしたが、健闘しました。 
 吹奏楽部は非常に伝統がある部です。県大会で金賞を取り、西関東大会代表選考会の直前にコロナの
影響で、出場辞退ということになりました。特に３年生にとっては最後の大会でしたが、学校の体育館
で実施予定だった定期演奏会を、新潟テルサを借りて１０月１日（土）に開催することになりました。
最後の演奏に向け、練習を頑張っています。 

②  新潟運輸系列の NU 総合物流から近隣小中学校に、生理用ナプキンを２２０パック寄贈頂きました。
当校でも夏休み明けに女子トイレ６か所に設置し、必要な生徒が使えるようにしています。社会状況も
あり、当校においても需要がありますので、継続して行きたいと考えています。 

③  今ほど見学頂いた体育祭が９月１０日（土）に実施されます。グラウンドで密を避けるために、昨年
同様に保護者の方からご参観頂けないのですが、後日オンラインで配信します。３年生は入学以来ずっ
とマスク着用で勉強も行事もし、修学旅行も関東から県内に変更と、コロナで様々な制限を受けてきた
ので、何とか良い体育祭になってくれたらなと思っています。 
 皆様からも様々なご支援を頂きながら、上山中学校の生徒たちが、楽しく・元気に・さわやかに学校
生活を送れるように、私たちも精一杯頑張って行きたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 
 



の」共有 

２．学校運営協議会 山崎会長挨拶    
   皆様と手を携えて、地域と共にある学校づくりを進めるため、忌憚のないご意見を頂きながら考えて進

めて行きたいと思います。学校と保護者・地域住民の皆様との信頼関係を深めることや、一緒になって学
校をより良くする為の方策、そして子供たちが心豊かに健やかに成長できるように取り組んで行きたいと
思っています。第１回会議で中学校の現状のお話を頂き、教育目標や目指す教職員像・学校経営の重点な
ど令和 4 年度の方針が示されました。欠席しましたが「議事録」や「通信」から皆様の貴重なご意見を頂
いたことが分かりました。地域の方にも分かり易く知って頂けたのではないかとうれしく思っています。
みんなが安心して生活し、生き生きと学ぶ学校であり、地域でありたいと思いますので、皆様と一緒に良
い方向に向けて行きたいと思いますのでよろしくお願いします。 

３．協議    めざす学校像  
～「上山中学校の未来を語る会」から見える課題と目標～ 

【 研修会の目的 】 
限られた時間の中で                    

最大の教育効果を上げるため                
                                             
           

本来やるべきことを集中してやれるように！            
                                    
                                       ゴールの共有     
                                        

やるべきことの選択・見直し！                
１．上山中学校の教育のゴールを明確にする              質の高い教育をするために！  
 （目指す生徒像、これからの時代に求められる資質・能力）   １．目指す生徒像について教職員が    
２．ゴールに到達する為に絶対に必要な学び・経験を選択       同じ思いを持つ  
                               ２．教職員が本当にやるべきことを  
  やめる   減らす   変える   合わせる         明確にするには、子どもたちが   
                                 持たなければいけない力を明確に 
３．絶対に必要な学び・経験に集中して取り組む           する必要がある 
                   

【 研修会での意見を基に「研究推進委員会」で集約し見えてきた課題 】 
 
課題１                              こんな上山中生徒を育てたい！       

誰かが何とかしてくれるという受け身の姿勢がみら       １．自分の人生を自分で切り開くこと 
れる。うまくいかないことは誰かのせいにしてしま         ができる生徒 
う場面がみられる。                     ２．いろいろな出来事を自分事として 

課題２                              考えられる生徒 
あまり周りの生徒と関わろうとしなかったり、自分 
の世界に入りクラスや学校の問題は他人事と思って 
いるような生徒がいる。        
周りに頑張っている人がいても気付けなかったり 
本気で応援できず周りとの関わりが弱い。自分の意  
見を自信を持って相手に伝えられていない。 



 
 

                           

【 具体的に授業や様々な活動の中で特にどういう力が必要なのか分析 】 
～ 生徒につけたい４つの力 ～ 

 
       １．「 聴く力 」                   ２.「 伝える力 」 
   ただ聞いているだけでなく関心を持って聴く。      自分の考えを相手に理解してもらえる    

質問できるように、分析しながら、自分の経       ように伝える。相手がいるということ 
験と照らし合わせながら、関わろうという気       を意識して伝える。 
持ちを持って聴く。 

  
  
            ３.「 行動する力 」                                  ４.「 調整する力 」  
   自分の考えを持って行動する。周りや集団の       周りの生徒と自分、お互いの存在を考 

為に行動する。周りに認められれば、自己肯       えて自分で調整して行動する。 
定感も育つ。 

   
    
 
  これら４つの力をキーワードに教育活動を見直して行きたい。さっそく教科部で集まり４つの力につい

て、どのような活動がどの力を育てるのか、この力を育てるにはこの活動をどのようにしていくのかという
ことを話し合い、教育課程を見直し、組織運営できるよう目指している。 

 
《 委員の皆さまの意見 》                              
 

先生方の多忙化を無くしながら、子どもたちにはじっくり時間を与えて、教育して頂けると強く    
なれたり、失敗から学んだり、失敗が人を優しくさせたり強くさせたりすると思う。子どもたち  
が自主的に考えながら行動できるように少し時間を与えるのも良いのではと考えている。  

 
    
  自分の子どもにもしっかり話の聴ける子・自分の意見を伝えられる子・考えたことを行動に移せ 

る子・いろんな人と調整しながら生きて行ける子になって欲しいと思っているので、４つの力は 
大切だと感じている。中には人の顔色をうかがい過ぎる子もいる。もう少し主張する力があって 
も良いと思うので、自分の考えをもっと大切に行動して欲しい。保護者としては中学校に期待す 
るのはやはり希望する高校に入ることで、子どもも受験のために努力している。４つの力はどれ 
も大切だと思うし、授業をしっかり聞いてそれをテストで表現するために一生懸命努力するには 
１～３の力は勉強や受験に直結していると思う。でもなかなか「調整する力」は受験には直結し 
ていないように感じるので、もう少し評価されたり将来役に立って行くということが明確になっ 
てくると身についてくるのではないかと思う。 

 
《 学校 》 

 
最終的に保護者が学校に期待することは高校入試や希望する進路の実現だと思う。 
この思いも大事な視点として考えながら先生方と共有して行きたい。 

 
 

                           

小学校と関わる立場で 

 

保護者の立場で 



    
  地域で子どもたちを見かけて、声を掛ければちゃんと返答があるが、マスクをしていると誰な 
  のか分からないことがある。第１回 CS 会議の授業参観で見た、廊下に貼ってあった顔写真付 

きの自己紹介カードは良いと思った。マスクで顔が半分分からない中、コミュニケーションを 
取るのに必要だと思った。コミュニケーションが取れると４つの力は備わってくるのかなと思 
う。相手のことを聞かなければ、自分の事を返せないし、伝えたいことが伝えられるといろい 
ろ行動もできて、いろいろな人の話を聴くことで調整もできる。子どもたちもそういう風にで 
きたら良いなと思う。 

    
             コミュニケーションの大切さというところ、人と人とのつながりというところだ 

と思う。１年生の顔写真付きの自己紹介カードは、クラスによっては係が変わる 
たびに作成して教室の後ろにしばらく掲示する。マスクを外した顔が常に見られ 
るのは配慮が行き届いているなと思う。 

   
         

先生方が研修会で子どもたちにつけてもらいたい４つの力を考えたことはとても良い。それは 
私たち一人ひとりが持っていなくてはいけないことだと、改めて学ばせてもらった。まず自分 
がそうでなければいけないので、周りの大人も一緒になって力をつけることで、子どもたちに 
伝わると良い。皆さんの話が聞けて、伝えられて、一緒に行動して、調整しながら先に進んで 
行ける会になると良いと思う。自分の日々の生活でもこの会議で学んだ４つの力をつけて行き 
たい。 

 
   

子どもだけに求めるのではなく自分たちも４つの力を意識して共有して行きたい。 
  

   
  先生方が多忙ということだが、要請があれば地域でお手伝いできる。 
     

 
お声がけに感謝する。教育活動そのものを見直すところから１年間かけて変えて 
行きたい。吟味した教育活動がある程度確立されたら、その次に保護者・地域・ 
教職員で役割分担をきちんとしながらお手伝いをお願いしたい。  

４．その他・連絡 
 《 委員 》  

中学校からの配布物を子どもが見せないという声がある。鳥屋野小学校ではお便りはメール配信になっ
ていて、安心・安全メールと使い分けている。PTA はグーグルでお便り等を配信している。 ただし要望
があったものは紙で配布している。 

   →《 学校 》 
これから紙をやめて、メールやホームページなどに変えて行きたいと思っている。それには

安心・安全メールとは別に文書配布用のメールアドレスを新たに登録する必要がある。いろい
ろなアプリがあるので、安心・安全メールと併用できないか検討している。また学校ホームペ
ージが新しくなり、更新もしている。フェイスブックもあるのでぜひ見て欲しい。 

 
 

                            

地域で子どもと関わる立場で  

 

 
 

                            

委員長  

 

 
 

委員 

 


